
特 集 第47回つべつ夏まつり

友好都市・台湾二水郷の中学生が初来町

今月の表紙 第60回津高祭～３年生チームの迫力ある“よさこい演舞”～

まちの話題 第67回社会を明るくする運動 ふれあい町民の集い開催

日ごろの訓練で災害に備える 平成29年消防演習を実施

温故知新

開墾と山仕事に奮闘
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７
月
１
日
・
２
日
の
二
日
間
、
河

岸
公
園
を
会
場
に
、
第

回
つ
べ
つ

47

夏
ま
つ
り
が
開
催
さ
れ
ま
し
た
。

１
日
の
前
夜
祭
は
、
Ｒ
Ｅ
Ｃ
つ
べ

つ
、
津
別
中
学
校
吹
奏
楽
部
の
演
奏

で
幕
開
け
。
開
会
式
に
続
い
て
第

回
つ
べ
つ
千
人
お
ど
り
、
も
ち
ま

34き
大
会
、
花
火
大
会
が
行
わ
れ
、
多

く
の
人
が
夏
の
宵
を
楽
し
み
ま
し

た
。２

日
の
本
祭
は
、
途
中
か
ら
雨
が

降
り
だ
す
あ
い
に
く
の
天
候
で
し

た
が
、
つ
べ
つ
観
光
物
産
ま
つ
り
、

第

回
川
の
ぼ
り
大
会
、
特
産
ビ
ー

13
フ
ま
つ
り
な
ど
多
彩
な
催
し
が
行

わ
れ
、
賑
わ
い
を
見
せ
ま
し
た
。

ま
た
、
野
外
ス
テ
ー
ジ
で
行
わ
れ

た
Ｈ
Ｂ
Ｃ
公
開
録
音
に
は
、
ヒ
ッ
ト

曲
「
み
ず
い
ろ
の
雨
」
で
お
な
じ
み

の
八
神
純
子
、
旭
川
出
身
の
歌
手
・

児
玉
梨
奈
、
人
気
お
笑
い
コ
ン
ビ
・

カ
ミ
ナ
リ
が
登
場
し
、
観
客
を
沸
か

せ
ま
し
た
。

八八神純子がヒット曲を熱八神純子がヒット曲を熱唱唱

人気お笑いコンビ カミナ人気お笑いコンビ カミナリリ

出店の賑わ出店の賑わいい

雨の中、多くの観客が集まった野外ステー雨の中、多くの観客が集まった野外ステージジ

名物・川のぼり大名物・川のぼり大会会

ＲＥＣつべつのリコーダＲＥＣつべつのリコーダーー演演奏奏津別中学校吹奏楽部の演津別中学校吹奏楽部の演奏奏

今
年
で

回
目
の
終
戦
記
念
日
を
迎
え
ま
す
。
し
か
し
、
今

72

な
お
広
島
・
長
崎
の
原
爆
の
後
遺
症
に
苦
し
む
多
く
の
人
た
ち

が
い
ま
す
。

核
も
戦
争
も
な
い
平
和
な
世
界
は
人
類
の
願
い
で
あ
り
ま
す

が
、
テ
ロ
と
報
復
戦
争
が
繰
り
返
さ
れ
て
い
ま
す
。

津
別
町
は
、
平
成

年
９
月
に
左
記
の
「
非
核
・
平
和
の
町
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宣
言
」
を
行
い
、
核
兵
器
の
廃
絶
を
訴
え
て
い
ま
す
。

ま
た
、
平
成

年
に
は
幸

14

町
の
忠
魂
碑
跡
地
に
「
平
和

の
碑
」
を
建
立
し
、
恒
久
平

和
の
実
現
を
願
っ
て
い
ま

す
。
さ
ら
に
、
平
成

年
に
、

21

連
帯
し
て
世
界
恒
久
平
和

の
実
現
を
願
う
「
平
和
市
長

会
議
」
に
加
盟
し
ま
し
た
。

【
受
給
者
証
を
提
示
す
る
こ
と
で
医
療
機

関
の
窓
口
負
担
が
０
円
に
な
り
ま
す
】

道
内
の
医
療
機
関
で
受
診
し
た
際
、
受
給
者

証
を
提
示
す
る
こ
と
で
窓
口
負
担
が
０
円
に
な

り
ま
す
。
た
だ
し
、
容
器
代
等
の
保
険
適
用
外

は
除
き
ま
す
。

ま
た
、
対
象
と
な
ら
な
か
っ
た
医
療
機
関
等

で
受
診
し
た
場
合
は
、
領
収
書
を
役
場
に
持
参

の
上
、
医
療
費
を
請
求
し
て
く
だ
さ
い
。

【
母
子
家
庭
、
父
子
家
庭
の
方
が

助
成
対
象
に
な
り
ま
す
】

ひ
と
り
親
家
庭
で
、

歳
未
満
の
児
童
・
生
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徒
及
び
そ
の
児
童
等
を
養
育
し
て
い
る
方
が
対

象
で
す
。
進
学
等
で
、
引
き
続
き
児
童
等
を
扶

養
す
る
場
合
は
、

歳
未
満
ま
で
対
象
と
な
り

20

ま
す
（
申
請
に
は
在
学
証
明
書
が
必
要
）
。

受
給
者
証
は
、
各
医
療
機
関
に
提
示
す
る
こ

と
で
、
医
療
費
の
助
成
が
受
け
ら
れ
ま
す
。

た
だ
し
、
親
の
外
来
は
医
療
機
関
で
発
行
さ

れ
る
領
収
書
を
役
場
に
持
参
の
上
、
医
療
費
の

請
求
を
し
て
く
だ
さ
い
。

対
象
者
は
、
身
体
障
害
者
手
帳
の
１
～
２
級

と
３
級
（
内
臓
疾
患
の
み
）、
療
育
手
帳
「
A
」

判
定
の
方
な
ど
で
す
。

受
給
者
証
は
、
各
医
療
機
関
で
提
示
す
る
こ

と
で
、
医
療
費
の
助
成
が
受
け
ら
れ
ま
す
。

※

住
民
税
課
税
で

歳
以
上
の
一
定
の
障
が

65

い
が
あ
る
方
（
障
が
い
後
期
医
療
制
度
加
入
者
）

は
、
自
己
負
担
が
１
割
と
な
り
ま
す
が
、
後
期

高
齢
者
医
療
保
険
も
同
じ
１
割
と
な
り
ま
す
の

で
、
受
給
者
証
は
交
付
さ
れ
ま
せ
ん
。

問
い
合
わ
せ
先

保
健
福
祉
課

健
康
医
療
グ
ル
ー
プ

医
療
給
付
担
当
厩
番
窓
口

緯

室
２
１
５
１
（
内
線
２
２
９
）
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町
で
は
、
北
海
道
と
共
同
で
医
療
費
の
助
成
事
業
を
実
施
し
て
い
ま
す
が
、
こ
の
受
給
者
証
は
毎

年
７
月
に
更
新
し
て
い
ま
す
。

現
在
助
成
の
対
象
に
な
っ
て
い
る
方
に
は
、
７
月
下
旬
に
郵
送
し
て
い
ま
す
が
、
も
し
届
い
て
い

な
い
方
が
い
ま
し
た
ら
役
場
担
当
ま
で
問
い
合
わ
せ
願
い
ま
す
。

重
度
心
身
障
が
い
者
医
療
費
助
成
事
業

ひ
と
り
親
家
庭
等
医
療
費
助
成
事
業

「
非
核
・
平
和
の
町
宣
言
」
の
決
議

世
界
の
恒
久
平
和
と
豊
か
で
安
全
な
地
域
環
境
を
守
る
こ
と

は
、
全
世
界
の
共
通
の
願
い
で
あ
り
ま
す
。

こ
の
切
な
る
人
類
の
願
い
に
か
か
わ
ら
ず
、
今
な
お
こ
の
地

球
上
に
は
大
量
の
核
兵
器
が
蓄
積
さ
れ
、
核
実
験
・
核
競
争
が
行

わ
れ
、
こ
の
脅
威
か
ら
解
放
さ
れ
て
お
り
ま
せ
ん
。
核
兵
器
の

使
用
は
地
球
を
破
壊
し
、
す
べ
て
の
人
類
、
す
べ
て
の
文
明
を
破

滅
さ
せ
る
も
の
で
あ
り
ま
す
。

世
界
唯
一
の
被
爆
体
験
国
で
あ
る
日
本
国
民
は
、
こ
の
過
ち

を
再
び
繰
り
返
さ
な
い
た
め
に
、
核
兵
器
の
廃
絶
を
世
界
に
訴

え
続
け
、
核
競
争
に
歯
止
め
を
か
け
な
け
れ
ば
な
り
ま
せ
ん
。

愛
林
の
町
を
宣
言
し
て
い
る
私
た
ち
津
別
町
民
は
、
緑
豊
か

な
自
然
と
郷
土
を
守
り
子
孫
に
伝
え
る
た
め
に
も
、
非
核
三
原

則
の
作
ら
ず
・
持
た
ず
・
持
ち
込
ま
せ
ず
の
理
念
を
尊
守
し
、

恒
久
平
和
の
実
現
を
願
い
、
こ
こ
に
「
非
核
・
平
和
の
町
宣
言
」

を
す
る
。

以
上
、決
議
す
る
。

平
成

年
９
月

日

北
海
道
網
走
郡
津
別
町
議
会

10

25

乳
幼
児
等
医
療
費
助
成
事
業

平平成14年に建立された「平和の平成14年に建立された「平和の碑碑」」

第第47回つべつ夏まつ第47回つべつ夏まつりり

子どもたちに人気のスマートボー子どもたちに人気のスマートボールル

前夜祭の第34回つべつ千人おど前夜祭の第34回つべつ千人おどりり



到
着
日
の
１
日
は
、
つ
べ
つ
夏
ま
つ
り
の

花
火
大
会
を
見
学
、
翌
２
日
は
、
乗
馬
や
鳥

笛
作
り
を
体
験
、
川
の
ぼ
り
大
会
出
場
者
に

声
援
を
送
る
な
ど
祭
を
満
喫
し
て
い
ま
し
た
。

３
日
は
、
早
朝
の
津
別
峠
の
雲
海
観
光
の

後
、
津
別
中
学
校
で
の
歓
迎
セ
レ
モ
ニ
ー
に

臨
み
ま
し
た
。
体
育
館
で
全
校
生
徒
が
出
迎

え
る
中
、
吹
奏
楽
部
が
演
奏
す
る
「
世
界
に
ひ

と
つ
だ
け
の
花
」
の
曲
に
合
わ
せ
て
一
行
が

入
場
。



佐
藤
町
長
は
、「
二
水
国
民
中
学
校

陳
静

宜
校
長
先
生
ほ
か
中
学
生
の
皆
さ
ん
、
津
別

町
に
よ
う
こ
そ
い
ら
っ
し
ゃ
い
ま
し
た
。
皆

さ
ん
の
訪
問
を
心
か
ら
歓
迎
し
ま
す
。
津
別

町
の
夏
ま
つ
り
は
楽
し
か
っ
た
で
し
ょ
う
か
。

ま
だ
ま
だ
た
く
さ
ん
楽
し
ん
で
い
っ
て
欲
し

い
と
思
い
ま
す
」
と
中
国
語
で
挨
拶
。

引
き
続
き
日
本
語
で
、「
二
水
郷
と
の
交
流

の
き
っ
か
け
は
、
１
９
９
２
年
夏
、
北
海
道

国
際
交
流
セ
ン
タ
ー
が
主
催
す
る
ホ
ー
ム
ス

テ
イ
プ
ロ
グ
ラ
ム
に
参
加
し
た
台
湾
の
外
交

官
が
、
私
の
家
に
滞
在
し
た
こ
と
に
始
ま
り

ま
す
。
そ
の
後
も
、
二
人
の
外
交
官
が
我
が

家
に
ホ
ー
ム
ス
テ
イ
し
て
い
ま
す
。
ま
た
、

津
別
町
の
国
際
交
流
組
織
が
、
１
９
９
８
年

に

周
年
を
迎
え
、
そ
の
間
に
受
け
入
れ
た

１０
外
国
人
留
学
生

名
の
う
ち
、
３
割
が
台
湾

６５

の
留
学
生
だ
っ
た
こ
と
か
ら
、
彼
ら
と
台
湾

で
再
会
す
る
記
念
ツ
ア
ー
を
行
い
ま
し
た
。

時
を
経
て
２
０
０
７
年
に
、
私
の
家
に
ホ
ー

ム
ス
テ
イ
し
た
外
交
官
が
日
本
勤
務
と
な
り
、

そ
こ
か
ら
紹
介
さ
れ
た
二
水
郷
と
の
相
互
訪

問
が
始
ま
り
ま
し
た
。
こ
れ
を
機
に
、
翌
２

０
０
８
年
に
、
北
海
道
で
初
め
て
日
台
親
善

協
会
が
津
別
町
で
設
立
さ
れ
、
２
０
１
２
年

に
は
、
北
海
道
で
初
の
台
湾
と
の
友
好
都
市

締
結
が
、
二
水
郷
と
津
別
町
と
の
間
で
調
印

さ
れ
ま
し
た
。
津
別
町
は
い
ま
、
急
速
に
少

子
高
齢
化
が
進
ん
で
い
ま
す
が
、
未
来
を
見

据
え
、
コ
ン
パ
ク
ト
で
住
み
よ
い
町
づ
く
り

を
進
め
て
い
る
と
こ
ろ
で
す
。
そ
う
し
た
津

別
町
の
一
端
を
滞
在
中
に
、
是
非
見
て
欲
し

い
と
思
い
ま
す
。
今
回
の
訪
問
交
流
は
、

き
っ
と
短
く
感
じ
る
と
思
い
ま
す
が
、
同
じ

中
学
生
同
士
、
視
野
を
広
め
、
友
情
を
深
め

合
っ
て
欲
し
い
と
思
い
ま
す
。
次
の
時
代
を

担
う
君
た
ち
の
成
長
を
心
か
ら
期
待
し
ま

す
」
と
歓
迎
の
挨
拶
。



陳
静
宜
校
長
は
、「
お
誘
い
い
た
だ
き
光
栄

で
す
。
こ
の
よ
う
な
チ
ャ
ン
ス
を
与
え
て
い

た
だ
き
あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
す
。
津
別
に

到
着
し
た
１
日
は
、
つ
べ
つ
夏
ま
つ
り
の
花

火
を
楽
し
み
ま
し
た
。
昨
日
の
夜
は
、
森
の

中
の
ホ
テ
ル
に
宿
泊
し
、
早
朝
に
津
別
峠
で

雲
海
を
見
て
き
ま
し
た
。
津
別
の
豊
富
な
資

源
や
友
情
を
感
じ
て
い
ま
す
。
さ
ら
に
国
際

交
流
を
深
め
て
い
き
た
い
」
と
挨
拶
さ
れ
ま

し
た
。

続
い
て
、
津
別
中
の
生
徒
会
を
代
表
し
、

手
賀
桃
香
生
徒
会
長
（
３
年
）
は
、「
よ
う
こ

そ
津
別
中
学
校
へ
。
た
く
さ
ん
交
流
し
て
思

い
出
を
作
り
ま
し
ょ
う
」
と
歓
迎
の
言
葉
を

述
べ
ま
し
た
。
二
水
郷
の
中
学
生
は
、「
日
本

の
文
化
に
触
れ
る
の
が
楽
し
み
で
す
」「
皆
さ

ん
と
友
達
に
な
り
た
い
と
思
い
ま
す
」「
ア
ニ

メ
と
ゲ
ー
ム
、
そ
し
て
日
本
が
大
好
き
で
す
」

な
ど
の
抱
負
の
言
葉
を
添
え
て
一
人
ず
つ
日

本
語
で
の
自
己
紹
介
が
行
わ
れ
ま
し
た
。

津
別
中
の
垣
内
孝
仁
校
長
は
、
｢
文
化
、

言
葉
が
違
う
同
世
代
が
接
す
る
こ
と
は
、
貴

重
な
体
験
で
す
。
両
校
の
生
徒
か
ら
将
来
日

本
と
台
湾
と
の
架
け
橋
に
な
る
人
材
が
育
っ

て
く
れ
る
と
う
れ
し
い
で
す
｣
と
挨
拶
さ
れ

ま
し
た
。

二
水
郷
の
生
徒
は
、
歓
迎
の
お
礼
に
台
湾

の
名
曲
を
楽
器
と
歌
で
披
露
し
、
会
場
か
ら

大
き
な
拍
手
が
沸
き
起
こ
り
ま
し
た
。

そ
の
後
、
３
日
の
午
前
中
は
、
３
年
生
の

ク
ラ
ス
に
お
い
て
二
水
郷
の
学
校
紹
介
、
１

年
生
の
ク
ラ
ス
に
お
い
て
書
写
の
授
業
体
験
、

４
日
の
午
前
中
は
、
２
年
生
の
ク
ラ
ス
に
お

い
て
英
語
の
授
業
見
学
、
３
年
生
の
体
育
の

授
業
で
は
ソ
フ
ト
ボ
ー
ル
を
行
い
、
両
日
と

も
に
給
食
を
一
緒
に
食
べ
交
流
が
深
め
ら
れ

ま
し
た
。



３
日
の
午
後
か
ら
は
、
パ
ー
ク
ゴ
ル
フ
協

会
の
皆
様
の
ご
協
力
を
頂
き
、
４
名
３
組
に

分
か
れ
パ
ー
ク
ゴ
ル
フ
に
挑
戦
。
空
振
り
を

す
る
度
に
溜
息
の
一
方
で
笑
い
が
湧
き
上
が

り
、
９
ホ
ー
ル
を
１
時
間

分
掛
け
て
生
ま

２０

れ
て
初
め
て
の
パ
ー
ク
ゴ
ル
フ
体
験
を
満
喫

し
て
い
ま
し
た
。
そ
の
後
、
あ
い
お
い
道
の

駅
、
木
材
工
芸
館
を
見
学
。
４
日
の
給
食
前

に
、
津
別
市
街
を
見
渡
せ
る
開
基
百
年
記
念

搭
へ
上
り
鐘
を
鳴
ら
し
、
緑
広
が
る
畑
と
野

山
の
風
景
に
見
入
っ
て
い
ま
し
た
。



給
食
の
後
、
お
別
れ
セ
レ
モ
ニ
ー
が
津
別

中
学
校
の
ホ
ー
ル
で
行
わ
れ
、
二
水
郷
の
中

学
生
か
ら
、「
短
い
２
日
間
で
し
た
が
、
授
業

を
見
学
さ
せ
て
い
た
だ
き
、
皆
さ
ん
の
友
達

に
な
り
た
い
と
い
う
気
持
ち
が
伝
わ
っ
て
き

ま
し
た
」
津
別
中
の
迫
田
夢
人
さ
ん
（
３
年
）

は
、「
給
食
を
一
緒
に
食
べ
、
思
い
出
に
残
る

２
日
間
で
し
た
。
ま
た
津
別
に
来
て
く
だ
さ

い
」
と
お
別
れ
の
言
葉
が
交
わ
さ
れ
ま
し
た
。

玄
関
前
で
は
、
津
別
中
の
全
校
生
徒
が
台

湾
の
小
旗
や
「
謝
謝
」「
再
会
」「
慢
走
」
と

書
い
た
横
幕
を
持
っ
て
見
送
り
、
二
水
郷
の

一
行
は
タ
ッ
チ
を
し
な
が
ら
バ
ス
に
乗
り
込

み
、
津
別
中
の
生
徒
た
ち
は
、
二
水
郷
の
友

人
が
乗
る
バ
ス
が
見
え
な
く
な
る
ま
で
手
を

振
っ
て
い
ま
し
た
。

友
好
都
市
・
台
湾
二
水
郷
の
中
学
生
が
初
来
町

～
津
別
中
学
校
の
生
徒
と
交
流
と
友
情
を
深
め
る
～

津
別
町
と
平
成

年

月
に
友
好
都
市
提
携
を
結
ん
で
い
る
二
水
郷
の
中
学
生

２４

10

と
教
員
の
計

人
が
、
両
町
中
学
生
の
相
互
交
流
事
業
と
し
て
、
７
月
１
日
か
ら
３

10

泊
４
日
の
日
程
で
津
別
町
に
滞
在
し
、
津
別
中
学
校
で
授
業
体
験
を
行
う
な
ど
津

別
中
の
生
徒
と
も
交
流
と
親
睦
を
深
め
ま
し
た
。
一
行
は
、
二
水
国
民
中
学
校
の

１
年
生
女
子
５
人
と
２
年
生
男
子
１
人
、
引
率
者
は
、
陳
静
宜
校
長
他
教
諭
３
人
。

▲ランプの宿 森つべつにて記念写真

▲訪問生徒による歌の披露

▲書写体験で書き上げた「星あかり」

▲給食をともにした２日間

▲川のぼり大会見学（右側手前は通訳の北見工大・邱助教ご夫妻）

▲再会を願い笑顔で見送る津中の生徒 ▲前列中央の女性が陳校長

▲パークゴルフ協会の皆様と記念写真



平
成

年
の
津
別
消
防
演
習
が
、
６
月

日
、
雨

29

25

天
の
た
め
一
部
場
所
を
変
更
し
、
津
別
小
学
校
体

育
館
等
で
実
施
さ
れ
ま
し
た
。

演
習
に
は
津
別
消
防
署
か
ら

名
、
津
別
消
防

17

団
か
ら

名
、
美
幌
消
防
団
か
ら
６
名
、
車
両
８
台

82

（
う
ち
美
幌
消
防
団
１
台
）
が
出
動
。
入
場
行
進
、

検
閲
に
続
い
て
小
隊
訓
練
が
行
わ
れ
、
指
揮
者
の

号
令
の
下
、
統
制
の
取
れ
た
動
き
を
披
露
し
ま
し

た
。
演
習
の
合
間
に
は
、
Ｒ
Ｅ
Ｃ
つ
べ
つ
に
よ
る

リ
コ
ー
ダ
ー
演
奏
の
ア
ト
ラ
ク
シ
ョ
ン
を
実
施
。

工
場
火
災
発
生
を
想
定
し
た
模
擬
火
災
訓
練
で

は
、
消
防
庁
舎
前
の
道
道
で
大
サ
イ
レ
ン
を
合
図

に
一
斉
放
水
を
行
い
、
日
ご
ろ
の
訓
練
の
成
果
を

見
せ
て
い
ま
し
た
。

日
ご
ろ
の
訓
練
で
災
害
に
備
え
る

平
成

年
消
防
演
習
を
実
施

29

津
別
町
と

セ
ブ
ン
イ
レ
ブ
ン
・
ジ
ャ
パ
ン
が
、

（株）

「
津
別
町
に
お
け
る
高
齢
者
見
守
り
支
援
及
び
災

害
時
に
お
け
る
応
急
生
活
物
資
供
給
の
協
力
に
関

す
る
協
定
」
を
結
び
、
７
月
6
日
、
津
別
町
林
業

研
修
会
館
で
締
結
式
が
執
り
行
わ
れ
ま
し
た
。

セ
ブ
ン
イ
レ
ブ
ン
の
業
務
に
お
い
て
、
高
齢
者

等
の
異
変
を
察
知
し
た
り
保
護
を
求
め
ら
れ
た
場

合
、
速
や
か
に
町
や
関
係
機
関
に
連
絡
す
る
。
ま

た
、
大
規
模
な
自
然
災
害
等
が
発
生
し
た
際
に
は
、

同
社
の
製
造
・
流
通
網
を
活
用
し
、
食
料
等
の
応

急
生
活
物
資
を
町
に
供
給
す
る
こ
と
を
取
り
決
め

た
協
定
で
す
。

締
結
式
に
は
佐
藤

町
長
と

セ
ブ
ン
イ

（株）

レ
ブ
ン
・
ジ
ャ
パ
ン

北
海
道
地
区
ゾ
ー
ン

マ
ネ
ー
ジ
ャ
ー
・
内

竹
善
哉
さ
ん
、
セ
ブ

ン
イ
レ
ブ
ン
津
別
共

和
店
・
布
瀬
彰
オ
ー

ナ
ー
ら
が
出
席
し
、

協
定
書
を
取
り
交
わ

し
ま
し
た
。

高
齢
者
見
守
り
及
び
災
害
時
の
応
急
物
資
供
給

町
と
セ
ブ
ン
イ
レ
ブ
ン
が
協
定
を
締
結

よ
ろ
し
く

お
願
い
し
ま
す

札幌市出身。以前の趣味は海外旅行
でしたが、現在は温泉、食巡り、
キャンプを楽しんでいます。

奈奈良真奈良真紀紀子子

は
じ
め
ま
し
て
。

5
月

日
に
北
見
市
よ
り

22

着
任
い
た
し
ま
し
た
。

任
務
期
間
は
上
里
地
区
の

地
域
活
性
化
を
目
指
し
、

「
Ｎ
Ｐ
Ｏ
法
人
森
の
こ
だ
ま
」

で
の
活
動
に
努
め
て
い
き
た

い
と
思
い
ま
す
。

今
回
は
、
初
回
コ
ラ
ム
で

す
の
で
簡
単
に
自
己
紹
介
を

し
ま
す
。

元
々
は
札
幌
で
旅
行
会
社

に
勤
め
て
お
り
ま
し
た
。
結

婚
を
機
に
北
見
市
に
移
り
住

み
、
市
役
所
の
嘱
託
職
員
を

経
験
し
、
そ
の
後
、
今
年
3

月
ま
で
勤
め
て
い
た
組
織
で

は
「
地
域
活
性
化
を
目
指
し

た
雇
用
拡
大
が
目
的
」
の
セ

ミ
ナ
ー
企
画
・
運
営
を
担
当

し
ま
し
た
。

代
表
の
上
野
さ
ん
と
は
、

講
師
依
頼
を
さ
せ
て
い
た
だ

い
た
き
っ
か
け
で
知
り
合
い
、

活
動
に
賛
同
し
ま
し
た
。

地
域
活
性
化
、
地
域
づ
く

り
、
一
言
で
言
え
ば
簡
単
で

す
が
、
続
い
て
い
く
よ
う
に

築
い
て
い
く
こ
と
が
課
題
で

あ
り
、
大
切
な
こ
と
だ
と
認

識
し
ま
し
た
。

そ
の
活
動
が
こ
こ
に
あ
り
、

学
び
な
が
ら
で
は
あ
り
ま
す

が
、
町
民
の
ひ
と
り
と
し
て

関
わ
っ
て
い
き
た
い
と
思
い

ま
す
。

ま
た
、
こ
の
活
動
が
広
が

り
、
笑
顔
を
お
届
け
で
き
る

商
品
づ
く
り
も
考
え
て
お
り

ま
す
。
そ
の
為
に
は
皆
さ
ん

の
お
力
が
不
可
欠
だ
と
思
い

ま
す
。

今
後
と
も
マ
チ
の
力
と
し

て
ご
指
導
い
た
だ
き
た
い
と

思
い
ま
す
の
で
、
ど
う
ぞ
よ

ろ
し
く
お
願
い
し
ま
す
。

第

回
社
会
を
明
る
く
す
る
運
動
「
ふ
れ
あ
い

６７

町
民
の
つ
ど
い
」
兼
「
津
別
町
連
合
Ｐ
Ｔ
Ａ
研
修

会
」（
主
催

社
明
運
動
津
別
町
推
進
委
員
会
・
津

別
町
・
津
別
町
連
合
Ｐ
Ｔ
Ａ
／
共
催

オ
ホ
ー
ツ

ク
地
域
人
権
啓
発
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
協
議
会
）
が
、

７
月

日
、
中
央
公
民
館
で
開
催
さ
れ
ま
し
た
。

14
佐
藤
多
一
町
長
に
よ
る
主
催
者
あ
い
さ
つ
に
続

い
て
、
美
幌
地
区
保
護
司
会
津
別
分
区
長
の
福
井

全
雅
さ
ん
が
内
閣
総
理
大
臣
メ
ッ
セ
ー
ジ
を
紹
介
。

標
語
コ
ン
ク
ー
ル
表
彰
式
で
は
、
入
賞
さ
れ
た
皆

さ
ん
に
賞
状
と
記
念
品
が
贈
ら
れ
ま
し
た
（
各
部

門
の
最
優
秀
賞
作
品
を

ペ
ー
ジ
に
掲
載
）。

11

後
半
は
、
前
・
北
海
道
日
本
ハ
ム
フ
ァ
イ
タ
ー

ズ
ヘ
ッ
ド
コ
ー
チ
で
教
育
評
論
家
の
阿
井
英
二
郎

さ
ん
が
、「
全
員
が
活
躍
す
る
組
織
づ
く
り
」
を

テ
ー
マ
に
講
演
を
行
い
ま
し
た
。

第

回
社
会
を
明
る
く
す
る
運
動

67
ふ
れ
あ
い
町
民
の
集
い
開
催

▲
標
語
コ
ン
ク
ー
ル
・
小
学

生
の
部
表
彰
式
の
様
子

７
月

日
、「
一
人
暮
ら
し
お
年
寄
り
の
集
い
」

１３

（
主
催

津
別
町
社
会
福
祉
協
議
会
）
が
、
で
て
こ

い
ラ
ン
ド
で
開
催
さ
れ
ま
し
た
。

歳
以
上
の
一

６５

人
暮
ら
し
の
方
を
対
象
に
、
食
事
や
ゲ
ー
ム
で
交

流
を
深
め
る
催
し
で
す
。

当
日
は

℃
を
超
え
る
暑
さ
で
し
た
が
、

人

30

８０

あ
ま
り
の
参
加
者
は
食
欲
旺
盛
で
、
ボ
ラ
ン
テ
ィ

ア
の
方
た
ち
が
準
備
し
た
ジ
ン
ギ
ス
カ
ン
や
炭
火

焼
き
バ
ー
ベ

キ
ュ
ー
な
ど

を
、
お
い
し

く
い
た
だ
き

ま
し
た
。

久
々
に
顔

を
合
わ
せ
る

知
人
ら
と
の

お
喋
り
も
弾

み
、
夏
の
ひ

と
と
き
を
楽

し
く
過
ご
し

ま
し
た
。

ジ
ン
ギ
ス
カ
ン
に
舌
鼓

一
人
暮
ら
し
お
年
寄
り
の
集
い
開
催

▲

左
か
ら
ま
る
太
く
ん
、
佐
藤
町
長
、
セ
ブ
ン
イ
レ
ブ
ン
ジ
ャ
パ
ン
・
内
竹

さ
ん
、
セ
ブ
ン
イ
レ
ブ
ン
津
別
共
和
店
・
布
瀬
さ
ん
、
同
・
十
文
字
さ
ん

▼

ジ
ン
ギ
ス
カ
ン
鍋
を
囲
ん
で
歓
談

▼講演中の阿井さん

旭
町
の
工
藤
保
男
さ
ん
（
株
式
会

社
工
藤
工
務
店
代
表
取
締
役
）
か
ら

津
別
町
社
会
福
祉
協
議
会
に
車
い

す
対
応
軽
ワ
ゴ
ン
車
（
電
動
乗
降
補

助
機
能
付
き
）
の
寄
贈
が
あ
り
、
７

月

日
、
同
協
議
会
前
で
寄
贈
式
が

10
行
わ
れ
ま
し
た
。

工
藤
さ
ん
が
高
齢
の
お
母
さ
ん

を
病
院
等
へ
送
迎
す
る
際
に
使
用

し
て
い
た
も
の
で
、
今
年
2
月
に
亡

く
な
っ
た
こ
と
か
ら
、
困
っ
て
る
人

に
役
立
て
て
ほ
し
い
と
、
寄
贈
を
思

い
た
ち
ま
し
た
。
こ
の
車
両
は
、
福

祉
有
償
運
送
事
業
に
お
い
て
、
要
介

護
高
齢
者
や
障
が
い
者
の
通
院
時

等
に
活
用
さ
れ
ま
す
。

福
祉
有
償
運
送
事
業
に
活
用
を

社
会
福
祉
協
議
会
に
車
両
寄
贈▲レプリカキーを手渡す工藤さん（左）と社会福祉協議会・原田会長

さ
ん
さ
ん
館
、
津
別
病
院
、
あ
い

お
い
道
の
駅
に
デ
ジ
タ
ル
サ
イ
ネ
ー

ジ
を
設
置
し
ま
し
た
。

町
民
や
観
光
客
向
け
に
、
暮
ら
し

の
情
報
や
企
業
情
報
、
観
光
情
報
な

ど
、
さ
ま
ざ
ま
な
津
別
町
の
情
報
を

発
信
し
て
い
き
ま
す
。

問
い
合
わ
せ
先

住
民
企
画
課
企
画
グ
ル
ー
プ

緯

室
2
1
5
1

76
（
内
線
2
1
5
）

デ
ジ
タ
ル
サ
イ
ネ
ー
ジ
を
設
置
し
ま
し
た
！

※
デ
ジ
タ
ル
サ
イ
ネ
ー
ジ

デ
ィ
ス
プ
レ
イ
な
ど
の

電
子
的
な
表
示
機
器
を

使
っ
て
、
情
報
を
発
信
す

る
シ
ス
テ
ム
。



カンピロバクターの食中毒に注意！

最近、カンピロバクターによる食中毒のニュー

スを聞いた方も多いのではないでしょうか？

カンピロバクターは、動物の腸にいる菌です。

おもに食品を通して感染しますが、ペットの糞便

にも菌が存在します。

潜伏期間 ２～5日 症 状 発熱、頭痛、筋肉痛、下痢、吐き気など

予 防 ・食肉を冷蔵庫で保存するときは他の食品と分ける。

・肉は中心まで十分に加熱する。

・調理前や肉を調理したときは手をよく洗う。

・まな板、包丁、ふきんなどはよく洗い、熱湯や塩素（漂白

剤）で殺菌する。

※これからの季節、焼肉をする機会が増えますが、お箸を使い分けて、

中心まで十分加熱しましょう。

今
年
の
4
月
か
ら
津
別
町
役
場
に

勤
務
し
て
い
る
、
新
人
職
員
の
大
川
拓

己
さ
ん
。
建
設
課
水
道
グ
ル
ー
プ
に

所
属
し
、
簡
易
水
道
業
務
を
担
当
し
て

い
ま
す
。

津
別
町
出
身
の
大
川
さ
ん
は
、
津
別

中
学
校
か
ら
北
見
緑
陵
高
等
学
校
に

進
学
し
ま
し
た
。
部
活
動
は
野
球
部

に
所
属
し
、
主
に
シ
ョ
ー
ト
、
セ
ン

タ
ー
で
活
躍
。
地
区
の
強
豪
校
と
し

て
、
全
道
大
会
や
北
北
海
道
大
会
に
駒

を
進
め
ま
し
た
。

高
校
卒
業
後
の
進
路
は
、
地
域
に
貢

献
で
き
る
仕
事
と
し
て
地
方
公
務
員

を
志
望
し
、
地
元
・
津
別
町
役
場
一
本

に
絞
っ
て
試
験
、
面
接
に
臨
み
ま
し
た
。

現
在
は
上
司
や
先
輩
職
員
の
指
導

の
下
、
様
々
な
仕
事
を
覚
え
て
い
る
と

こ
ろ
で
す
が
、「
水
道
の
納
付
書
発
行

業
務
を
任
さ
れ
て
い
る
の
で
、
し
っ
か

り
取
り
組
み
た
い
と
思
い
ま
す
。
将

来
的
に
は
町
民
の
方
に
信
頼
さ
れ
、
親

し
ま
れ
る
職
員
に
な
る
こ
と
が
目
標

で
す
」
と
抱
負
を
話
し
て
く
れ
ま
し
た
。

野
球
は
今
も
役
場
の
チ
ー
ム
で
続

け
て
お
り
、
若
手
の
主
力
選
手
と
し
て

活
躍
。
芸
能
人
で
は
乃
木
坂

の
４６

フ
ァ
ン
と
か
。

町
民
の
方
か
ら
親
し
ま
れ
る
職
員
に

大
川

拓
己

さ
ん

おおかわ たくみさん／平成10年10月生まれ、津別町

役場勤務

「
体
が
動
く
う
ち
は
働
か
な
い

と
」
と
、
よ
く
日
に
焼
け
た
顔
を
ほ

こ
ろ
ば
せ
る
館
野
勝
信
さ
ん
。
長

年
の
山
仕
事
で
培
っ
た
技
術
と
経

験
を
活
か
し
、
今
も
知
り
合
い
の
木

材
会
社
に
請
わ
れ
て
造
材
の
現
場

に
出
向
い
て
い
ま
す
。

８
人
兄
弟
の
長
男
と
し
て
美
幌

町
福
住
に
生
ま
れ
た
館
野
さ
ん
は
、

終
戦
後
の
ま
だ
日
本
中
が
貧
し
い

時
代
だ
っ
た
昭
和

年
、
家
族
で
最

25

上
に
入
植
。
林
を
開
墾
し
畑
地
を

造
る
厳
し
い
生
活
を
送
る
中
、
父
親

が
作
業
中
に
負
っ
た
ケ
ガ
の
経
過

が
思
わ
し
く
な
く
、

代
の
若
さ
で

４０

他
界
し
ま
す
。

館
野
さ
ん
は
ま
だ
中
学
校
を
卒

業
し
た
ば
か
り
で
、
一
家
の
大
黒
柱

と
し
て
奮
闘
し
ま
す
。
一
時
は
ソ

バ
や
豆
類
を
作
る
畑
仕
事
と
伐
木
・

造
材
な
ど
の
山
仕
事
を
掛
け
持
ち

で
こ
な
し
、
家
計
を
支
え
ま
し
た
。

「
時
に
は

メ
ー
ト
ル
も
の
高
さ
の

３０

マ
ツ
に
よ
じ
登
り
、
種
子
を
採
る
危

険
な
作
業
も
あ
り
ま
し
た
」
と
、
若

き
日
を
振
り
返
り
ま
す
。

昭
和

年
か
ら
は
林
業
一
本
に

32

絞
り
、
国
安
産
業
で
働
き
ま
す
。
所

帯
を
持
っ
た
の
は
昭
和

年
、
館
野

４４

さ
ん
が

歳
の
と
き
で
し
た
。
一

３１

男
一
女
を
授
か
り
、
働
き
盛
り
の
４０

代
～

代
の
頃
に
は
、
よ
り
良
い
稼

５０

ぎ
を
求
め
土
木
作
業
員
と
し
て
東

京
へ
出
稼
ぎ
し
て
い
た
時
期
も
あ

り
ま
し
た
。
そ
の
後
、
再
び
国
安
産

業
に
戻
り
、

歳
ま
で
山
仕
事
に
汗

７０

を
流
し
ま
す
。

退
職
後
は
人
材
活
用
セ
ン
タ
ー

に
登
録
し
、
土
木
の
石
積
み
や
伐
木

な
ど
、
経
験
が
な
い
と
難
し
い
仕
事

を
引
き
受
け
て
依
頼
者
に
喜
ば
れ

て
い
ま
す
。

夏
の
期
間
は
、
日
曜
日
と
雨
降
り

の
日
を
除
い
て
毎
日
山
の
現
場
に

通
っ
て
い
る
館
野
さ
ん
。
仕
事
が

趣
味
で
、
他
に
趣
味
ら
し
い
趣
味
も

な
い
そ
う
で
す
が
、「
休
み
の
日
は

書
店
で
買
っ
て
く
る
認
知
症
予
防

の
脳
活
ド
リ
ル
を
や
っ
て
ま
す
。

お
か
げ
で
ま
だ
元
気
で
仕
事
が
で

き
ま
す
」
と
笑
顔
を
見
せ
ま
す
。

個
人
事
業
者
の
方
で
、
前
年
分
の
確
定

消
費
税
額
が

万
円
を
超
え
る
方
は
、
税

48

務
署
に
中
間
申
告
書
を
提
出
す
る
と
と

も
に
、
消
費
税
額
及
び
地
方
消
費
税
額
を

納
付
し
な
け
れ
ば
な
り
ま
せ
ん
。

こ
の
「
前
年
分
の
確
定
消
費
税
額
」
と

は
、
前
年
分
（
平
成

年
分
）
の
確
定
申

28

告
に
よ
り
確
定
し
た
消
費
税
の
年
税
額

を
い
い
、
期
限
後
申
告
又
は
修
正
申
告
等

が
行
わ
れ
た
場
合
に
は
、
こ
れ
ら
に
よ
っ

て
確
定
し
た
消
費
税
の
年
税
額
を
い
い

ま
す
（
地
方
消
費
税
は
含
み
ま
せ
ん
）。

中
間
申
告
の
方
法

次
の
二
つ
の
方
法
が
あ
り
、
い
ず
れ
か

の
方
法
に
よ
る
こ
と
が
で
き
ま
す
。

臼
前
年
実
績
に
よ
る
中
間
申
告

渦
仮
決
算
に
基
づ
く
中
間
申
告
（
事
業
状

況
が
前
年
と
著
し
く
異
な
る
場
合
な

ど
の
と
き
）

申
告
と
納
付
期
限

確
定
消
費
税
の
額
（
地
方
消
費
税
分
を

除
く
額
）
が

万
円
を
超
え
４
０
０
万
円

48

以
下
の
方
は
平
成

年
８
月

日
（
木
）

29

３１

ま
で
に
申
告
・
納
付
を
し
て
く
だ
さ
い
。

振
替
納
税
を
ご
利
用
の
方
の
振
替
日
は

平
成

年
９
月

日
（
水
）
に
な
り
ま
す
。

29

27

消
費
税
等
の
中
間
申
告

たての かつのぶさん／昭和13年２月、美幌町生まれ／

79歳／共和在住

さ
ん

館
野

勝
信

開
墾
と
山
仕
事
に
奮
闘

【472】

問い合わせ先 税務収納グループ 緯76－２１５１ 税務担当（内線２２０、２２１）

収納担当（内線 218）

野菜を食べよう、1日 350ｇ！

野菜を知ろう：先月の野菜はさやいんげんでした。今月はオ

ランダ三つ葉ともいわれる野菜です。茎はすじがあり、日本

では生で食べたり油炒めや漬物、スープに入れたりします。ビタミンも多

く、生活習慣病の予防に効果を発揮します。特有の香りをもつ野菜は？

第２回目の野菜料理
教室の参加者を募集

日 時 ９月５日（火）

午後７時～８時３０分

場 所 町民会館 調理室

テーマ 秋の野菜を食べよう

申込期間 ８月５日～８月２９日

申し込み先

保健福祉課健康推進担当浦番窓口

緯76－2151（内線231）

〈〈７月４日の野菜料理教室〈７月４日の野菜料理教室〉〉

夏の野菜で作っていただきました。サラ夏の野菜で作っていただきました。サラダダ

ご飯、トマトかき玉スープ、なすの豚肉ご飯、トマトかき玉スープ、なすの豚肉巻巻

き、コールスロー、胡瓜のなめ茸かき、コールスロー、胡瓜のなめ茸かけけ



「
北
方
領
土
返
還
要
求
強
調
月

間
」
に
伴
い
、
北
方
領
土
返
還
要

求
の
署
名
コ
ー
ナ
ー
を
次
の
場
所

に
設
置
し
ま
す
。
多
く
の
皆
さ
ん

の
ご
協
力
を
お
願
い
い
た
し
ま
す
。

設
置
期
間

８
月
１
日
（
火
）
～

８
月

日
（
木
）

31

設
置
場
所

役
場

正
面
玄
関
ロ
ビ
ー

※
名
簿
に
記
載
さ
れ
た
個
人
情
報

に
つ
い
て
は
、
政
府
要
求
・
請
願

用
に
し
か
使
用
い
た
し
ま
せ
ん
。

問
い
合
わ
せ
先

総
務
課
庶
務
グ
ル
ー
プ

緯

室
２
１
５
１（
内
線
２
０
８
）

76
借
金
の
問
題
、
家
庭
の
問
題
、
職

場
の
問
題
な
ど
、
生
活
上
の
様
々

な
悩
み
ご
と
に
つ
い
て
、
弁
護
士
・

司
法
書
士
に
よ
る
無
料
の
法
律
相

談
を
ご
利
用
い
た
だ
け
ま
す
。

開
催
日
時

８
月

日
（
火
）

２９

午
後
１
時
～
午
後
４
時

開
催
場
所

北
見
市
ま
ち
き
た
大

通
ビ
ル
５
階
催
事
場
（
コ
ミ
ュ

ニ
テ
ィ
プ
ラ
ザ

パ
ラ
ボ
）

相

談

員

弁
護
士

相
談
時
間

一
件

分
程
度

３０

予
約
受
付
（
先
着

名
）

１０

８
月
７
日（
月
）～
８
月

日（
金
）

１８

午
前

時
～
午
後
４
時

１０

予
約
・
問
い
合
わ
せ
先

法
テ
ラ
ス
釧
路

緯
０
５
０
室
３
３
８
３
室
５
５
６
７

消
防
法
施
行
令
第
３
条
の
規
定

に
基
づ
く
、
甲
種
防
火
管
理
資
格

取
得
講
習
会
を
次
の
と
お
り
実
施

し
ま
す
（
乙
種
防
火
管
理
講
習
は

実
施
し
ま
せ
ん
）。

日

程

８
月

日
（
水
）・

日

30

31

（
木
）
の
二
日
間

場

所
美
幌
・
津
別
広
域
事
務
組
合

消
防
本
部
２
階
講
堂

（
美
幌
町
栄
町
１
丁
目
４
番
地
）

費

用
５
５
０
０
円
（
テ
キ
ス
ト
代
等
）

受
講
手
続

受
講
申
請
書
を
美
幌
・
津
別
広
域

事
務
組
合
消
防
本
部
、
又
は
津

別
消
防
署
へ
請
求
・
提
出
し
て

く
だ
さ
い
。

受
付
期
間

８
月

日
ま
で
必
着

14

問
い
合
わ
せ
先

津
別
消
防
署
（
予
防
担
当
）

緯

室
2
1
8
9

76

第

回
社
会
を
明
る
く
す
る
運

67

動
標
語
コ
ン
ク
ー
ル
の
最
優
秀
賞

受
賞
作
品
を
紹
介
し
ま
す
。

◎
小
学
生
の
部
最
優
秀
賞

『
あ
い
さ
つ
は

え
が
お
を
つ

く
る

お
く
り
も
の
』

久
保
夢
月
さ
ん
（
津
小
４
年
）

◎
中
学
生
の
部
最
優
秀
賞

『
や
さ
し
さ
は

ぼ
く
と
と
も

だ
ち

つ
な
ぐ
か
ぎ
』

小
野
寺
俊
太
さ
ん
（
津
中
１
年
）

◎
一
般
の
部
最
優
秀
賞

『
助
け
合
い

心
に
キ
レ
イ
な

樹
花
が
咲
く
』

長
野
翔
太
さ
ん
（
津
高
３
年
）

全
て
の
児
童
扶
養
手
当
受
給
者

は
、
平
成

年
８
月
１
日
か
ら
８

29

月

日
ま
で
に
現
況
届
を
役
場
に

３１
提
出
い
た
だ
く
必
要
が
あ
り
ま
す
。

提
出
が
な
い
場
合
は
、
手
当
額
の

一
部
又
は
全
部
が
停
止
さ
れ
る
場

合
が
あ
り
ま
す
。

提
出
期
間

平
成

年
８
月
１
日
～
８
月

日

29

３１

提
出
・
問
い
合
わ
せ
先

保
健
福
祉
課

福
祉
担
当
瓜
番
窓
口

緯

室
２
１
５
１（
内
線
２
７
７
）

７６

移
動
献
血
車「
ひ
ま
わ
り
号
」が
、

8
月
に
２
日
間
来
町
し
ま
す
。

ご
都
合
の
良
い
日
に
、
津
別
町
の

皆
さ
ん
の
温
か
い
ご
協
力
を
お
願
い

し
ま
す
。

【
1
日
目
】8
月

日（
月
）

21

場
所
・
時
間

役
場
議
事
堂
前

9
時

分
～

時

分

30

11

30

時

分
～

時

分

13

00

15

00

フ
ァ
ッ
シ
ョ
ン
ハ
ウ
ス
い
し
ば
し
前

時

分
～

時

分

15

30

16

30

【
2
日
目
】8
月

日（
火
）

22

場
所
・
時
間

役
場
議
事
堂
前

9
時

分
～

時

分

30

11

30

丸
玉
産
業
株
式
会
社
前

時

分
～

時

分

13

00

15

00

津
別
高
校
前

時

分
～

時

分

15

30

16

30

※
当
日
献
血
に
ご
協
力
い
た
だ
い
た

皆
様
に
は
、
津
別
ラ
イ
オ
ン
ズ
ク
ラ
ブ

か
ら
卵
の
プ
レ
ゼ
ン
ト
が
あ
り
ま
す
。

※
日
本
赤
十
字
社
が

月

日
ま
で

10

１３

い
の
ち
と
献

血
俳
句
コ
ン

テ
ス
ト
作
品

募
集
中
で
す
。

あ
な
た
も
一

句
ひ
ね
っ
て
み

ま
せ
ん
か
？

問
い
合
わ
せ
先

保
健
福
祉
課
健
康
医
療
グ
ル
ー
プ

緯

室
２
１
５
１（
内
線
２
３
１
）

76
町
と
教
育
委
員
会
で
は
、

月
11

３
日
の
文
化
の
日
に
、
町
政
の
発
展

や
振
興
に
貢
献
し
、
そ
の
推
進
に
寄

与
さ
れ
た
方
や
、
他
の
模
範
と
な
る

よ
う
な
行
い
を
さ
れ
た
方
、
文
化
活

動
や
ス
ポ
ー
ツ
活
動
で
顕
著
な
功

績
を
残
さ
れ
た
個
人
と
団
体
に
対

し
、
毎
年
表
彰
を
行
っ
て
い
ま
す
。

清
掃
活
動
や
地
域
へ
の
奉
仕
活

動
な
ど
、
目
立
つ
こ
と
な
く
善
行
を

長
年
に
わ
た
り
行
っ
て
い
る
人
が
い

ま
し
た
ら
、
町
へ
推
薦
し
て
く
だ
さ

い
。

表
彰
の
種
類

・
功
労
表
彰（
自
治
・
消
防
・
産
業
開

発
・
社
会
福
祉
・
教
育
文
化
）

・
善
行
表
彰

・
文
化
賞
、
文
化
奨
励
賞

・
ス
ポ
ー
ツ
賞
、
ス
ポ
ー
ツ
奨
励
賞

推
薦
締
切
日

９
月
４
日（
月
）

推
薦
先
・
問
い
合
わ
せ
先

・
功
労
と
善
行

総
務
課
庶
務
グ
ル
ー
プ

緯

室
２
１
５
１（
内
線
２
０
８
）

76

・
文
化
と
ス
ポ
ー
ツ

中
央
公
民
館
社
会
教
育
グ
ル
ー
プ

緯

室
２
７
１
３

76
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美幌と津別の防犯協会と美幌警察署からの情報を掲載しています。

内容については、各防犯協会又は警察署にお問い合わせください。

特殊詐欺にご用心！
北海道内で特殊詐欺の被害が多発しています。

最近の手口は、警察官や金融機関の職員を装って

電話し、「詐欺の犯人を逮捕した」「通帳が偽造され

ている」「キャッシュカードを確認する」などと言葉

巧みに話し、後日自宅に現れ、キャッシュカードを

要求した上、暗証番号を聞き出し、お金をだまし取

るというものです。

「通帳が偽造されている」「キャッシュカードの確

認をする」という電話はオレオレ詐欺です。

警察官や金融機関の職員が電話で暗証番号を聞き

出すことは絶対にありませんので、知らない人には

絶対にキャッシュカードを渡したり、暗証番号を教

えたりしないでください。

美幌町・津別町での詐欺の被害をなくしましょう！

８月͉ ༐ۺါݥ

̳́ۼ月ޑ

８
月
は
、
お
盆
の
帰
省
や
夏
休

み
の
行
楽
な
ど
で
、
車
に
乗
る
機

会
が
増
え
る
と
思
い
ま
す
。
さ

ら
に
、
子
ど
も
達
も
活
発
に
活
動

す
る
こ
と
か
ら
、
道
路
上
に
は
、

歩
行
者
や
自
転
車
も
増
え
、
よ
り

注
意
が
必
要
と
な
り
ま
す
。

長
距
離
運
転
は
単
調
な
道
が

続
く
と
緊
張
感
が
薄
れ
て
、「
わ

き
見
運
転
」
が
多
く
な
る
と
い
わ

れ
て
い
ま
す
。
ま
た
、
初
め
て
訪

れ
る
場
所
だ
と
、
カ
ー
ナ
ビ
や
ス

マ
ー
ト
フ
ォ
ン
、
交
通
標
識
に
夢

中
に
な
り
、「
わ
き
見
運
転
」
を
し

て
し
ま
う
人
が
多
い
で
し
ょ
う
。

運
転
中
に
、
カ
ー
ナ
ビ
や
ス
マ
ー

ト
フ
ォ
ン
等
の
画
面
を
注
視
し

た
り
、
携
帯
電
話
を
手
に
持
っ
て

通
話
し
た
り
す
る
こ
と
は
、
道
路

交
通
法
で
禁
じ
ら
れ
て
い
ま
す
。

進
行
す
る
方
向
に
は
常
に
危

険
が
あ
る
こ
と
を
意
識
し
て
く

だ
さ
い
。
家
族
を
事
故
か
ら
守

る
た
め
、
安
全
運
転
を
心
が
け
、

夏
の
ド
ラ
イ
ブ
を
楽
し
ん
で
く

だ
さ
い
！

わ
き
見
運
転
に

気
を
つ
け
て
く
だ
さ
い

住民企画課
住民環境
グループ

児
童
扶
養
手
当
現
況
届
の

提
出
を
お
願
い
し
ま
す
！

社
会
を
明
る
く
す
る
運
動

標
語
入
賞
作
品
紹
介

懸
賞
金
が
当
た
っ
た
!?

法
テ
ラ
ス
無
料
法
律
相
談

会
の
ご
案
内

「
献
血
」
に
皆
さ
ん
の

ご
協
力
を
お
願
い
し
ま
す

携
帯
の
留
守
電
に
懸
賞
金
が

当
選
し
た
と
入
っ
て
い
た
。
折

り
返
し
電
話
し
た
が
、
情
報
が

漏
れ
て
い
る
か
と
心
配
に
な
り
、

無
料
相
談
に
電
話
し
た
。「
悪
質

な
業
者
で
情
報
が
漏
れ
て
い

る
。
今
後
、
ア
ダ
ル
ト
サ
イ

ト
等
か
ら

万
円
等
請
求
さ

６０

れ
る
。
今
な
ら
個
人
情
報
が

悪
用
さ
れ
な
い
よ
う
対
処
で

き
る
」
と
言
わ
れ
、
コ
ン
ビ

ニ
か
ら
契
約
書
に
住
所
や
氏

名
等
を
記
入
し
Ｆ
Ａ
Ｘ
で

送
っ
た
。
5
万
4
0
0
0
円
を

現
金
封
筒
で
送
金
す
る
よ
う
指

示
さ
れ
、
入
金
確
認
後
に
対
処

す
る
よ
う
言
わ
れ
て
い
る
が
心

配
に
な
っ
て
き
た
。

個
人
情
報
の
漏
れ
で
は
な
く
、

相
手
が
無
作
為
に
電
話
を
か
け

た
と
思
わ
れ
ま
す
。
個
人
情
報

は
い
っ
た
ん
漏
れ
る
と
取
り
戻

し
た
り
削
除
す
る
こ
と
は
不

可
能
で
、
更
な
る
個
人
情
報

の
流
出
の
可
能
性
も
で
て
き

ま
す
。
判
断
に
迷
う
場
合
、

支
払
う
こ
と
は
避
け
、
消
費

生
活
セ
ン
タ
ー
等
に
相
談
し

て
く
だ
さ
い
。

◎
消
費
生
活
の
ご
相
談

美
幌
町
消
費
生
活
セ
ン
タ
ー

緯
・
Ｆ
Ａ
Ｘ

室
０
３
６
６

72

月
～
金
曜
日（
祝
祭
日
を
除
く
）

午
前

時
～
午
後
４
時

10

お
盆
休
み

８
月

・

日

１５

16

Q

８月15日（火）午後６時30分から
※悪天候の場合、16日午後６時30分に順延と

なります（開催の問い合わせは下記まで）。

◎毎年好評のアメリカン盆ダンス

◎目指せ！優勝賞品 子ども・大人仮装盆踊り

◎津別の特産品が当たるお楽しみ抽選会

会 場

津別神社境内

仮装申し込み

当日会場で受

け付けます

問い合わせ先

津別観光協会事務局（さんさん館）

緯77－3771

※駐車場は、商工会館、さんさん館、町営駐

車場（林協様横）等をご利用ください。

まちづくりに対する疑問、ご意見を

お寄せください。

企画グループ 緯76－2151

FAX76－2976

北
方
領
土
返
還
要
求

署
名
コ
ー
ナ
ー
の
設
置

功
労
者
・
善
行
者
及
び
文
化
・

ス
ポ
ー
ツ
賞
の
推
薦
に
つ
い
て

け
ん
け
つ
ち
ゃ
ん

（
北
海
道
バ
ー
ジ
ョ
ン
）

防
火
管
理
者
資
格
取
得

講
習
会
を
実
施

A

◆８月は

「町道民税」「介護保険料」第２期、
「国民健康保険税」「後期高齢者医療保
険料」第３期の納付月です
※納付期限は８月31日（木）です。

※口座振替をご利用の方は、引落口座の残高の

ご確認をお願いいたします。

問い合わせ先 税務収納グループ 緯76－２１５１

税務担当（内線２２０、２２１）、収納担当（内線218）

産業振興課
商工観光
グループ

緯76－2151
（内線258）



ɡ「北海道総合計画」は下記のホームページに掲載しているほか、北海道総合政策部政策局計画推進課又は

最寄りの総合振興局・振興局地域創生部地域政策課で閲覧することができます。

「北海道総合計画」ホームページ http://www.pref.hokkaido.lg.jp/ss/sks/hokkaido_sogokeikaku.htm

ɡ北海道では、道民の皆様に総合計画をご理解いただくため、団体・企業や学校、市町村等を対象に出前講

座を実施しています。出前講座のお申し込み等の詳細は、「北海道総合計画出前講座」のホームページ（上

記「北海道総合計画」ホームページ内にあります）をご覧いただくか、下記までお問い合わせください。

＜お問い合わせ先＞ 北海道総合政策部政策局計画推進課（緯０１１－２０４－５６３０）

今、北海道では、全国を上回るスピードで人口減少が進行しており、地域の存亡に関わる難題に直面しています。

また、未曾有の被害をもたらした東日本大震災をはじめ、これまで類を見ない集中豪雨や土砂災害による甚大
みぞう

な被害が頻発しており、国土の脆弱性への認識が高まっ
ぜいじゃく

ています。

「北海道総合計画」は、こうした危機を克服するため、

すべての道民の皆様が、今後のめざす姿と進むべき道筋

を共有し、その実現に向けて、お互いに連携を深め、力を

合わせて取り組んでいくための指針として、平成28年３

月に道が策定しました。

この計画に沿って、人口減少問題や本道の強靭化など
きょうじん

にしっかり対応し、北海道の多様な価値と強みを活かし

た取組を進めていきますので、皆様の一層のご理解とご

協力をお願いします。


ジ
ェ
ネ
リ
ッ
ク
医
薬
品
に

か
え
て
み
ま
せ
ん
か
？

加
入
者
の
皆
さ
ま
の
お
薬
代
の

負
担
軽
減
や
健
康
保
険
財
政
の
改

善
に
つ
な
が
り
、
今
後
の
医
療
費

や
保
険
料
率
の
伸
び
が
抑
え
ら
れ

る
こ
と
か
ら
、
協
会
け
ん
ぽ
で
は

「
ジ
ェ
ネ
リ
ッ
ク
医
薬
品
」
の
普
及

を
推
進
し
て
い
ま
す
。

か
か
り
つ
け
の
医
師
・
薬
剤
師

へ
、
ジ
ェ
ネ
リ
ッ
ク
医
薬
品
の
処

方
に
つ
い
て
ご
相
談
し
て
み
ま
せ

ん
か
？


禁
煙
・
分
煙
の
取
り
組
み
に

つ
い
て

北
海
道
は
全
国
的
に

見
て
、
喫
煙
率
が
高
い

地
域
で
す
。

協
会
け
ん
ぽ
北
海
道

支
部
で
は
、
喫
煙
対
策

を
通
じ
て
加
入
者
の
皆

さ
ま
の
健
康
を
守
る
、

様
々
な
取
り
組
み
を

行
っ
て
お
り
ま
す
。
ぜ

ひ
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
を
ご

覧
く
だ
さ
い
。

問
い
合
わ
せ
先

全
国
健
康
保
険
協
会

（
協
会
け
ん
ぽ
）

北
海
道
支
部

緯
０
１
１
室
７
２
６
室
０
３
５
２

６
月

日
に
実
施
し
た
３
歳
児

20

健
診
で
、
む
し
歯
が
ゼ
ロ
の
お
友

だ
ち
を
紹
介
し
ま
す
。

伊
藤

花
恋
ち
ゃ
ん
（
緑
町
）

か
れ
ん

田
島

芽
衣
ち
ゃ
ん
（
旭
町
）

め
い

川
口

瑛
都
く
ん
（
共
和
）

え
い
と

問
い
合
わ
せ
先

保
健
福
祉
課
健
康
医
療
グ
ル
ー
プ

緯

室
２
１
５
１

76

（
内
線
３
３
２
）

建
退
共
制
度
は
、
中
小
企
業
退

職
金
共
済
法
に
基
づ
き
、
建
設
現

場
労
働
者
の
福
祉
の
増
進
と
建
設

業
を
営
む
中
小
企
業
の
振
興
を
目

的
と
し
て
設
立
さ
れ
た
退
職
金
制

度
で
す
。

こ
の
制
度
は
、
事
業
主
の
方
々

が
、
労
働
者
の
働
い
た
日
数
に
応

じ
て
掛
金
と
な
る
共
済
証
紙
を
共

済
手
帳
に
貼
り
、
そ
の
労
働
者
が

建
設
業
界
で
働
く
こ
と
を
や
め
た

と
き
に
、
建
退
共
か
ら
退
職
金
を

支
払
う
と
い
う
、
い
わ
ば
業
界
全

体
で
の
退
職
金
制
度
で
す
。

加
入
で
き
る
事
業
主

…
建
設
業
を
営
む
方

対
象
と
な
る
労
働
者

…
建
設
業
の
現
場
で
働
く
人

掛
金
…
日
額
３
１
０
円

問
い
合
わ
せ
先

建
設
業
退
職
金
共
済
北
海
道
支
部

緯
０
１
１
室
２
６
１
室
６
１
８
６

日
本
遺
族
会
は
、「
戦
没
者
遺

児
に
よ
る
慰
霊
友
好
親
善
事
業
」

の
参
加
者
を
募
集
し
て
い
ま
す
。

同
事
業
は
、
厚
生
労
働
省
か
ら

補
助
を
受
け
実
施
し
て
お
り
、
先

の
大
戦
で
父
等
を
亡
く
し
た
戦
没

者
の
遺
児
を
対
象
と
し
て
、
父
等

の
戦
没
し
た
旧
戦
域
を
訪
れ
、
慰

霊
追
悼
を
行
う
と
と
も
に
、
同
地

域
の
住
民
と
友
好
親
善
を
は
か
る

こ
と
を
目
的
と
し
て
い
ま
す
。

参
加
費万

円

１０
実
施
地
域
の
例

旧
満
州
、
旧
ソ
連
、
ミ
ャ
ン

マ
ー
、
西
部
ニ
ュ
ー
ギ
ニ
ア
、

フ
ィ
リ
ピ
ン

他

日

程
実
施
地
域
に
よ
り
日
程
が
異
な

る
た
め
、
詳
細
に
つ
い
て
は
、

問
い
合
わ
せ
先
へ
。

問
い
合
わ
せ
先

日
本
遺
族
会
事
務
局

緯

室
３
２
６
１
室
５
５
２
１

０３

む
し
歯
ゼ
ロ
の
お
友
だ
ち
を

紹
介
し
ま
す

知
っ
て
い
ま
す
か
？

建
退
共
制
度

協
会
け
ん
ぽ
北
海
道
支
部

か
ら
の
お
知
ら
せ

オホーツク総合振興局から送付する納税通知書

で、第１期（8月31日期限）と第２期（11月30

日期限）の２回に分けて納めていただきます。

※年税額が１万円以下の場合は、第１期に全額を納めて

いただきます。

連絡・問い合わせ オホーツク総合振興局税務課

【課税に関すること】課税係 緯0152－41－0613

【納税に関すること】納税係 緯0152－41－0616

個人事業税・第1期の納期限は8月31日（木）です

個人事業税は、道内に事務所（事業所）があり、

事業を行っている個人に、その所得を基礎として課

税される道税です。事業の所得から各種控除額を

差し引いたものに、次の税率をかけて算出します。

北見市内の医療機関で
婦人科のがん検診が受診できます
津別町では、乳がん検診と子宮頸がん検診が北見市内の

指定の医療機関で受診できます。料金は、乳がん検診が

1,000円、子宮頸がん検診が800円で、今年度40歳と６１

歳の方は無料になります。対象は、乳がん検診が４０歳以

上の女性、子宮頸がん検診は２０歳以上の女性で、昨年度の

受診者は対象外です。ご希望の方は役場に連絡し、受診票

が届きましたらご希望の医療機関に予約してください。

下のQRコードからも

申し込みができます。

問い合わせ先

保健福祉課健康推進担当

緯76－２１５１（内線２３１）

夏本番！津別町のアウトドア
現在インターネットで公開中！ 町のHPをご覧ください

みなさんアウトドア楽しんでいますか？ 市街地から車で5分の

巨大アウトドア施設「21世紀の森（総面積23ヘクタール）」。キャンプにアスレチック、釣りにBBQに森

林学習館まで！ 家族みんなで一日中楽しめる森をご紹介します。津別の夏を満喫しましょう!!

《取材希望企業・飲食店・生産者募集!!詳しくは役場住民企画課まで》

職職員がレポーターに挑職員がレポーターに挑戦戦

ల

ٝ

この番組は、津別町の今を映像で定期的に発信

（月1回）することで、町民の町づくりへの参加

促進、移住・定住の促進、ふるさと納税の拡大を

図り、町づくりの記録を残すことで、10年後20

年後の町民への財産とします。

完成した映像は、町のWebサイトに埋め込ま

れる他、道東テレビでも公開いたします。

※この番組は、ふるさと納税の寄附金により制作しています。

問い合わせ先 住民企画課 企画グループ 緯76－2151（内線215）

ྀ月ĳı日ࢵ૧

全国健康保険協会北海道支部ホームページ

https://www.kyoukaikenpo.or.jp/shibu/hokkaido

輝きつづける北海道

「北海道総合計画」について
［２０１６（平成２８）年度～２０２５（平成３７）年度］

「
戦
没
者
遺
児
に
よ
る
慰
霊
友

好
親
善
事
業
」
参
加
者
募
集

《乳がん検診》

・北見赤十字病院

・小林病院

・北見中央病院

《子宮頸がん検診》

・北見赤十字病院

・北見レディースクリニック

・やまかわウイメンズクリニック

・中村記念愛成病院



人
口
減
少
や
少
子
高
齢
化
の
進
行
に
伴

う
空
き
家
の
増
加
は
、
全
国
的
に
ま
ち
づ

く
り
の
大
き
な
課
題
の
一
つ
で
す
。

こ
の
増
加
す
る
空
き
家
対
策
の
た
め
に
、

平
成

年
５
月
に
「
空
家
等
対
策
の
推
進
に

２６

関
す
る
特
別
措
置
法
」（
以
下
、
特
措
法
）

が
施
行
さ
れ
ま
し
た
。
特
措
法
で
は
、
空

き
家
等
の
活
用
、
空
き
家
の
所
有
者
に
よ

る
適
切
な
管
理
の
必
要
性
、
倒
壊
の
危
険

性
が
あ
る
建
物
（
特
定
空
家
等
）
へ
の
対
応

を
市
町
村
で
行
う
こ
と
の
ほ
か
、
空
き
家

デ
ー
タ
ベ
ー
ス
の
整
備
義
務
も
定
め
ら
れ

て
い
ま
す
。

津
別
町
で
も
、
今
年
度
、
特
措
法
に
基
づ

き
町
内
の
自
治
会
や
建
設
業
協
会
、
商
工

会
な
ど
の
各
分
野
に
お
い
て
活
動
さ
れ
て

い
る
住
民
の
方
々
を
委
員
と
し
て
「
津
別
町

空
家
等
対
策
協
議
会
」（
以
下
、
協
議
会
）

を
設
置
し
て
お
り
ま
す
。
こ
の
協
議
会
に

お
い
て
空
き
家
等
の
対
策
を
検
討
す
る
た

め
の
基
礎
資
料
と
す
る
ほ
か
、
町
内
に
お

け
る
空
き
家
等
の
利
活
用
を
促
進
す
る
た

め
、
空
き
家
等
の
件
数
や
現
況
を
把
握
す

る
実
態
調
査
を
行
い
ま
す
。

（
１
）
調
査
期
間

８
月
１
日
（
火
）
～
８
月

日
（
木
）
を

３１

予
定
し
て
い
ま
す
。

（
２
）
調
査
方
法

町
が
委
託
し
た
事
業
者
が
調
査
員
と
し

て
、
町
内
の
空
き
家
等
の
外
観
調
査
と
対

象
と
な
る
建
築
物
の
写
真
撮
影
な
ど
を
行

い
ま
す
。

※
建
物
内
に
立
ち
入
る
こ
と
は
あ
り
ま
せ
ん
。

受
託
事
業
者

㈱
ゼ
ン
リ
ン

旭
川
営
業
所

※
調
査
員
は
左
記
の
よ
う
な
調
査
員
証
を

身
に
着
け
て
、
町
内
を
巡
回
し
ま
す
。

調
査
し
た
結
果
、
空
き
家
と
思
わ
れ
る

建
築
物
の
所
有
者
に
、
空
き
家
の
利
活
用

に
関
す
る
意
向
調
査
を
行
う
予
定
で
す
。

調
査
結
果
等
を
利
用
し
、
現
在
町
で

行
っ
て
い
る
「
津
別
町
空
家
等
情
報
登
録
制

度
」
に
お
け
る
利
活
用
可
能
な
空
き
家
の
登

録
件
数
を
増
や
し
、
空
き
家
の
流
通
を
促

進
し
た
い
と
考
え
て
い
ま
す
。

な
お
、
調
査
中
に
知
り
得
た
個
人
情
報

等
を
外
部
に
漏
ら
し
た
り
、
他
の
目
的
に

利
用
す
る
こ
と
は
あ
り
ま
せ
ん
。

問
い
合
わ
せ
先

建
設
課
住
宅
グ
ル
ー
プ

緯

室
２
１
５
１（
内
線
２
５
５
）
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一時的な大雨により、畑や宅地な

どから道路へ土砂や砂利の流出が見

受けられます。

土砂の流出は人や車の通行に支障

になるほか、側溝への土砂堆積によ

る冠水の原因となりますので、個人

の責任のもと、流出防止にご協力を

お願いします。

問い合わせ先

建設課道路車両グループ

緯76－2151（内線251）

捲第 22回つべつ日本フィルセミナーコンサート捲

問い合わせ先

生涯学習課社会教育グループ 緯76－2713

今年も日本フィルハーモニー交響楽団と全国のアマチュア奏者によるオーケストラ演奏会が開催されます。

つべつ日本フィルセミナーは、国内最高の交響楽団・日本フィルハーモニー交響楽団が全国から参加するアマ

チュア奏者を対象に行う管弦楽セミナーです。

セミナー最終日に開催されるこのコンサートは、セミナー参加者が講師（日本フィル団員）とともに、セミナー

での３日間の成果を披露する場です。津別の名物となったこのオーケストラコンサートに、ぜひお越しください。

募集人員 １名 採用予定年月日 平成３０年４月１日

応募資格 ３５歳未満の方で、次のいずれかの要件を満たす者

臼学校教育法による４年制大学で土木工学又はこれに相当する課程

を修めて卒業した者又は平成３０年３月末までに卒業見込みの者

渦短期大学又は高等専門学校における土木科又はこれに相当する課

程を修めて卒業した者で、２年以上土木に関する実務経験（コン

サルト業を含む）がある者

嘘大学、短期大学、高等専門学校、高校を卒業した者で、５年以上

土木に関する実務経験（コンサルト業を含む）があり、２級土木

施工管理技士の資格を有する者

※ただし、日本国籍を有しない方又は地方公務員法第１６条（欠格条

項）に該当する方は受験できません。

試験方法 作文筆記、個人面接

試験日時、場所等

期 日 平成２９年１０月13日頃予定

場 所 津別町役場林業研修会館（役場庁舎裏）

受験申込手続

平成２９年９月２９日（金）までに次の書類を提出してください。

（１）職員採用試験申込書（自筆すること）※ホームページより入

手してください。http://www.town.tsubetsu.hokkaido.jp/

（２）添付書類

・大学の卒業証明書又は卒業見込証明書 ・成績証明書

応募・照会先

〒092-0292 網走郡津別町字幸町４１番地

津別町役場総務課庶務グループ 緯0152－76－2151

soumu1@town.tsubetsu.hokkaido.jp（照会・問合せのみ）

※受験の申し込みについては、郵送又は持参でお願いします。

平成30年度津別町職員(水道等技術職員)募集

ɡ日 時 ８月２７日（日）

午後４時～

ɡ会 場 津別町中央公民館講堂

ɡ入場料 大人 1,500円（当日2,000円）

高校生以下 無料

＝演奏曲＝

・チャイコフスキー：序曲「1812年」

・ベートーヴェン：交響曲第１番

・バッハ：管弦楽組曲第３番より「アリア」

昨昨年度のコンサートの様昨年度のコンサートの様子子

空き家等
実態調査を
行います
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《 ね ら い 》暴力団の根絶によって社会と経済活動の健

全な発展と青少年の健全な育成を図り、暴力のない明るく

安全で安心な北海道を実現する。

《 実 施 期 間 》平成２９年７月２１日（金）から８月２０日（日）

《 運 動 の 重 点 目 標 》

・暴力団の違法な資金獲得活動の実態周知と被害防止

・少年に対する暴力団の影響排除と環境の浄化

問い合わせ先 公益財団法人 北海道暴力追放センター北見支局

緯0157－61－5982

悪質商法や詐欺事件の消費者トラブルを

未然に防ぐため、違法な契約・勧誘や新たな

手口を身につけ、お互いに見守り合いなが

ら安心した地域づくりを考えます。

ɡ開催日 ８月２６日（土）

ɡ時 間 午前１０時～午前１２時

ɡ会 場 林業研修会館２階 集会室

ɡ講 師 北海道消費者協会 非常勤講師

星 貴美子 氏

ɡ内 容

（１）特殊詐欺の現状

（２）契約の基礎知識とクーリング・オフ

（３）消費者被害に遭わないために

ɡ主 催 津別町

問い合わせ先

産業振興課商工観光グループ

緯７６－２１５１（内線２５８）

開催日 平成29年10月１日（日） ※雨天決行

・受 付 午前８時00分～８時30分（津別小グランド）

・開会式 午前８時40分

・スタート 午前10時00分（一斉スタート）

種 目

・ハーフコース（21.0975娃） 一般男女年代別

・10娃コース 一般男女年代別（中学男女含む）

・ 5娃コース 一般男女年代別・中学男女・

小学４年～６年男女

・ 3娃コース 小学１年～３年男女・自由参加

（年齢性別は問いません）

※ハーフコース、10娃コース、５娃コースに参加する高校生は、一般男女年代別に該当します。

※10娃コースに参加する中学生は、一般男女年代別に該当します。

参加料

臼一般1,500円 渦中高生1,000円 嘘小学生以下700円 定 員 350名（先着順）

締 切

申込書に必要事項を記入の上、参加料を添えて下記の申し込み先まで、９月１日（金）必着でお申し込みくだ

さい。また、申込用紙は津別町中央公民館でお受け取り（町外郵送可能）になるか、津別町のホー ムページ

（http://www.town.tsubetsu.hokkaido.jp/）からダウンロードすることができます。

申し込み・問い合わせ先 津別町中央公民館内 つべつ紅葉マラソン大会事務局 緯76－2713

○
活
動
の
内
容
は
？

消
火
活
動
は
も
ち
ろ
ん
、
地
震
や
風
水
害
な
ど
大
規
模
災
害
時

の
救
助
・
救
出
等
に
当
た
り
ま
す
。

ま
た
、
平
常
時
は
各
種
訓
練
や
予
防
活
動
を
行
っ
て
い
ま
す
。

○
消
防
団
と
は
？

市
町
村
に
設
置
さ
れ
る
公
の
機
関
で
、
消
防
署
と
連
携
し
て
活

動
し
ま
す
。

○
消
防
団
員
の
立
場
は
？

消
防
団
員
は
権
限
と
責
任
を
有
す
る
非
常
勤
特
別
職
の
地
方
公

務
員
で
す
。

○
入
団
資
格
は
？

・
津
別
町
に
居
住
し
て
い
る
人

・
年
齢

歳
以
上
の
心
身
と
も
に
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健
康
な
人

○
ま
ず
は
お
電
話
を
！

津
別
消
防
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室
２
１
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※
知
り
合
い
に
消
防
団
員
が
い
れ

ば
気
軽
に
お
た
ず
ね
く
だ
さ
い
。 津

別
消
防
団
で
は
、
消
防

団
員
を
募
集
し
て
い
ま
す
。

津
別
で
暮
ら
す
あ
な
た
だ

か
ら
こ
そ
、
地
域
防
災
の
担

い
手
と
し
て
活
動
し
て
み
ま

せ
ん
か
？

消
防
団
員
募
集

８月のよろず相談 緯76－2151（内線216）

日時 ８月18日（金） 午後1時～3時

場所 林業研修会館１階図書室／相談委員 鷹觜とし子、久保利治

心配ごと相談 緯76－1161

心配ごと相談は、社会福祉協議会で随時受付し、相談員との

日程を調整します。気軽にお問い合わせください。

よろず相談ɕ心配ごと相談の̤知らせ

問い合わせ先 自衛隊北見地域事務所 緯0157－23－6826

募集コールセンター（受付時間 12時～20時）

フリーダイヤル 錆0120－063－792

ナビダイヤル 緯0570－045－818（携帯電話）

ذ ͈ ཕ ႁ  ༶  ൲

北海道障害者職業能力開発校が
入校前適性相談を実施し ます
国立北海道障害者職業能力開発校では、求職中の障がい

者（応募希望者）の入校前適性相談を実施します。

実 施 期 間 平成30年３月２日まで

問い合わせ先 ハローワーク美幌 緯73－３５５５

国立北海道障害者職業能力開発校

（砂川市焼山60番地）緯０１２５－52－２７７４

第１回くらしの安心
・安全セミナー開催

国民年金保険料を納め忘れたまま納期

限より２年を超えると、保険料を納める

ことができませんでしたが、平成３０年９

月３０日までの間に限り、国民年金保険料

を納めることができる期間が５年に延長

となり、時効で納付できなかった期間の

保険料を納付することが可能な「後納制

度」を利用することができます。

将来の年金額を増やすことや、納付し

た期間が不足したことにより、年金の受

給ができなかった方が年金受給資格を得

られる場合があります。

※６０歳以上で、老齢基礎年金を受給して

いる方や、６５歳以上で老齢基礎年金の受

給資格をお持ちの方は、後納制度を利用

できません。

後納保険料を納付するためには、事前

に申し込みいただき、審査を行う必要が

あります。

≪問い合わせ先≫

ねんきん加入者ダイヤル

緯０５７０－003－004

北見年金事務所

緯０１５７－２５－９６３５

国民年金保険料の後納制度について

年金ミニ知識
問い合わせ 戸籍・年金担当
緯76－2151 内線222、223


